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内容

✓昭和大学病院における糖尿病教室

✓薬薬連携とは



入院

1週間

2週間

2週間を目安に、血糖コントロールを行いながら、糖尿病という病気を正しく
理解して食事療法や運動療法など、患者様個々が自己管理できるように多職種
で教育します。

糖尿病教育入院
糖尿病教室



入院

1週間

2週間

糖尿病教育入院
糖尿病教室

医師、看護師、薬剤師、管理栄養士などの医療専門職が、
糖尿病に関する知識を分かりやすく提供します。



・細小血管障害（し・め・じ）

し：神経障害・・高血糖放置し3年以上で発症

め：網膜症・・・5年以上で発症

じ：腎症・・・・7年以上で発症

・神経障害
左右対称性に出現し、足の症状が最初に出やすいです。

１)感覚神経

足のしびれ、感覚の低下・過敏、痛み（ビリビリ）
2)運動神経
こむら返り、筋肉の萎縮、外眼神経や顔面神経の麻痺

3)自律神経
立ちくらみ・失神、便秘・下痢、排尿障害、勃起障害、
無痛性心筋梗塞、徐脈や頻脈

放置すると、靴擦れや感染から足壊疽（えそ）となり、足の切断
に至ることもあります。

アキレス腱反射検査 足壊疽・潰瘍両足のしびれ

・網膜症
初期には症状は出にくく、症状が出現したころには、進行した状態
で発見されることが多く、失明する危険性もあります。
そのため、定期的な眼科受診が重要です。

病期 なし 単純網膜症 前増殖網膜症 増殖網膜症

眼底
検査

症状 なし なし ほとんどなし

飛蚊症、ゆがみ
視野障害
視力障害
失明

治療 血糖管理 血糖管理
血糖管理
光凝固術

血糖管理
光凝術術
硝子体手術

通院
間隔

半年〜1年 ３ヶ月〜半年 １〜２ヶ月 2週間〜１ヶ月

・腎症
２期には微量アルブミンが出現し、この頃に血糖が改善ないと３期
となり、むくみや血圧が上昇し、腎機能低下の速度が加速します。
４期にはだるい、疲れやすいなどの症状が出現し、５期には尿が出
なくなり透析に至ります。

顕性タンパク尿
出現

腎症１期

腎症2期

腎症3期

腎症4期

腎症5期

微量アルブミン
出現

腎機能の
著明な低下

透析導入

腎機能

アルブミン尿

蛋白尿

100

60

30

糸球体濾過量
(ml/min/1.73m2)

30

300

アルブミン指数
(mg/g・Cr)

0









内容

✓昭和大学病院における糖尿病教室

✓薬薬連携とは



薬薬連携とは：病院薬剤師と薬局薬剤師が連携して薬物療法の管理や指導を行うこと

病院薬剤師

情報
共有

薬局薬剤師

病院の薬剤師は患者さんが退院するときに「退院後のおくすり」につ
いて説明し、「退院後の調剤等に関する留意事項」をお薬手帳に貼っ
ています。



薬局の薬剤師は患者さん安全かつ適切に薬物療法を続けられるよう
「服薬状況」や「副作用・体調の変化」を聞き取ってトレーシング
レポートとして病院（主治医）へ報告することで治療をサポートします。

病院薬剤師

情報
共有

薬局薬剤師

薬薬連携とは：病院薬剤師と薬局薬剤師が連携して薬物療法の管理や指導を行うこと



トレーシングレポート（薬局からの情報提供）で確認すること

• 服薬状況、低血糖症状などモニタリングする

• 低血糖の症状・対処方法、シックデイの症状・
対処方法など評価する

• インスリンの自己注射手技やSMBGの手技など
評価する

薬局での服薬指導の際、上記の内容を聞かれることがあります。



保険薬局・病院間の患者情報の共有（院外処方せん検査値印字）

保険薬局の疑義照会や服薬指導に役立ててもらうため、院外処方せんに
直近の血液検査値と身体情報（身長・体重・体表面積）を記載している



このように、病院内では、医師、
看護師、薬剤師、管理栄養士などの
多職種が協力し、病院外では薬局と
病院が連携して、患者さんが退院後も
円滑に医療を受けられるようにしてい
ます。
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